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文字どおり，待望・信頼の，契約法の体系書です。第一人者の著者の手になるこの本が，今
後学界でも実務でも重要な役割をもつことは間違いありません。
では，学習上は……？　もちろん，そこでも確かな支えとなる一冊です。明瞭な整理と言葉

づかいが，精確な理解を導いてくれます。また，本文の合間に，わかりやすい説明や補足を加える
「●」印の欄が設けられ，契約法を初めて学ぶ読者への配意もなされています。
　本書には，今年成立した“債権法改正”も，もちろん織り込まれています。とはいえ，改正内容の解
説だけに的をしぼったものではありません。現行法の規律やその趣旨，これまでの学説・判例・実務の
蓄積――今回の改正はそれらの基礎の上に連なるものであり，そして，さらなる展開が期されるもので
もあります。本書は，そうした大きな流れを描きつつ，契約法の規律のありようを眼前に広げてくれる
一冊でもあります。
　「契約法はおもしろい」。本書の「はしがき」の冒頭でもあらわされた著者のこの想いが，読者の皆さ
まにも伝わることを願っています。（三宅）

編集
担当者
から

契約法
中田裕康

2017 年 9 月発売／646 頁／本体 4800 円＋税
A5 判／上製

学部 LS 法曹 法務学習 研究 実務

より発展的な内容を検討する「 」印の欄も設けられ，それぞれに合った読み方ができます。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641137318

